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出があり、許可いたしましたので、ご報告いた

します。 

 それでは、市政一般に関する質問を続行いた

します。 

 

 

 大道寺 信議員の質問 

 

 

○小関勝助議長 次に、順位９番、議席番号８番、

大道寺 信議員。 

  （８番大道寺 信議員登壇） 

○８番 大道寺 信議員 本定例会に当たり、通

告してあります２点について質問をいたします。 

 まず、第１点目は、市内の企業、雇用動向に

ついてであります。 

 第二次安倍政権は、デフレからの脱却を目指

した経済政策、いわゆるアベノミクスを最優先

課題として打ち出し、その結果として円安、株

高にあらわれるなど、順調に滑り出したと言え

ます。しかし、円安等の影響から、ガソリンや

灯油の高騰が続き、４月からは電気料金や小麦、

食用油などの値上げが相次ぎ、家計にとっては

厳しい状況にあります。同時に、大企業は業績

改善はしているものの、中小企業や地方経済は

依然厳しい状況にあり、むしろ円安によって材

料費や燃料費、電気料金の値上げ等は、業績を

悪化していると言われています。 

 一方で、デフレを脱却し、国民が実感できる

経済成長には賃上げが不可欠と言われており、

政府は経済界に対し賃上げの要請はいたしまし

たが、一部の企業では、これに呼応し賃上げの

意向を示したものの、全体に広がっていない状

況にあり、国民全体が経済回復を実感できるに

は、まだ時間がかかると言われています。 

 そういった状況の中で、第１点目、国の経済

政策による効果をどのように見ているかについ

てお聞きをいたします。 

 この安倍政権が打ち出した経済政策は、企業

の景況判断等の経済指標が上向き、効果があら

われ始めていると言われていますが、アベノミ

クスのこの効果をどのように見ているのか、ま

た、市内経済や企業動向等に対しての影響をど

のように捉えておられるのか、市長の見解をお

聞きをいたします。 

 次に、２点目の市内産業、企業の動向と今後

の見通しはどうかについてお聞きをいたします。 

 国の経済政策の影響を受け、冒頭で申し上げ

たように日本全体としては景気に明るさが増し

てきていると言われていますが、産業、業種間

では格差があるとも言われています。これらの

動きから市内産業の動向をどのように見ておら

れるのか、産業別の動向をわかる範囲でお聞き

をしたいと思います。 

 また、市内企業は、３月の東芝ライテック撤

退等があり、市にとっては厳しい状況となりま

したが、以降の企業動向では一部企業では本社

移転等の話もあったと聞いていますが、その他、

海外シフトの動き等がまだあるのか、一方で生

産増加の動き等があるのか等、特徴的な動向等

について商工振興課長にお聞きをいたします。 

 第３点目は、有効求人倍率と雇用者所得の動

向はについてお聞きをいたします。 

 企業動向と同様に雇用動向も大変気になると

ころであります。県内の有効求人倍率は改善し

てきていると言われています。長井管内も産

業・建設常任委員会協議会に示された資料によ

ると、３月では0.84と、ここ数年の状況からは

大きく改善していることと見えますが、４月以

降、ライテックやＬＤＦの退職者が出ています

が、４月以降の有効求人倍率はどのように推移

しているのかについてお聞きをいたします。 

 なお、県内の有効求人倍率は、正社員の倍率

がわずかながら改善したとの報道がありました

が、長井管内では正社員の倍率はどのようにな

っているのか、わかればお聞きをいたします。 
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 また、大手企業等を中心に、賃上げや一時金

が増額されたと言われていますが、市内雇用者

の所得の動向をどのように捉えておられるのか、

把握することは難しいと思われますが、市内に

おける企業の春の賃上げや一時金はどのような

状況であったのか等、わかる範囲で商工振興課

長にお聞きをいたします。 

 第４点目は、実践型雇用創造事業による初年

度の雇用目標は達成できるのかについてお聞き

をいたします。 

 今年度から取り組んでいる実践型地域雇用創

造事業は、雇用創出を最大の課題としている長

井市にとっては期待の大きなものがあると考え

ます。 

 一方で、具体的な雇用創出目標が３年間で

136名であることから、大変難しい事業でもあ

ると認識をしています。産業・建設常任委員会

協議会では、初年度の34名の目標は達成できる

見込みとの報告があったと聞いていますが、ま

だ始まったばかりの事業と認識していることか

ら、どのような分野で雇用が創出できる予定な

のかについて、具体的にお聞きをいたします。 

 また、具体的な取り組みを実施する中で生み

出していくということでありますが、人材育成

メニュー、雇用拡大メニュー、就職促進メニュ

ーなどを実際に活用している人がいるのかにつ

いてもお聞きをいたします。あわせて、今後の

課題についてはどのように考えているのかにつ

いても、商工振興課長にお聞きをいたします。 

 第５点目は、企業立地促進等補助金の成果と

今後の課題はについてお聞きをいたします。 

 平成24年度の主要な施策の成果報告書による

と、企業立地促進等補助金の交付実績は11件、

うち雇用促進を含むもの３件、13名となってい

ます。雇用増にもつながっていることは大変大

きな成果であると思いますが、交付した11件の

対象となったものは設備投資が中心だったのか、

また、対象企業は既に立地企業であったのか等

についてお聞きをいたします。 

 当然ながら、企業の売り上げや生産増につな

がっていると思いますが、成果をどのように捉

えているのかについてお聞きをいたします。 

 また、成果報告書には今後の課題として、情

報発信と周知に努めること、国、県の補助制度

の情報収集、提供に力を入れ、制度を組み合わ

せて支援をしていくとしていますが、市内企業

全体が制度を認知しているのか、具体的にどの

ような方法で周知する考えなのか、また、国、

県の制度は具体的にあるのか等について、商工

振興課長にお聞きをいたします。 

 次に、大きな２点目は、体罰問題についてで

あります。 

 今回の体罰問題は、潜在化していた体罰が全

国的な体罰問題と相まって大きな問題となりま

した。これまでの経過については、改めて詳細

について述べる必要はないと思いますが、特に

事実の報告をしなかったことと、その事実を隠

蔽しようとしたことから、大きな問題になった

と考えています。 

 一方で、私たちの世代も含めて、体罰は学校

の指導の一つとして行われてきたという認識も

相まって、ある程度、黙認されてきた感も否め

ないと考えます。しかし、当然体罰は悪いこと

であり、あってはならないことは言うまでもな

いということを再確認しながら、今後学校のみ

ならず地域でも再発防止、根絶に向けて努力し

ていくことが必要であると考えます。 

 そこでまず、第１点目は、経過と今後の対応

についての見解はについてお聞きをいたします。 

 これまでの一連の経過と今後の対応について

は教育委員会の所管であり、当然ながら教育委

員会の責任で対応してきましたが、長井市の教

育行政にかかわること、また市民にも大変な心

配をかけたこと等を踏まえ、これまで機会がな

くお聞きができませんでしたが、市長としてこ

れまでのこの体罰問題の経過と今後の対応、ア
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クションプラン、ガイドラインについてどのよ

うに思われているのか、ぜひ見解をお聞きをし

たいと思います。 

 次に、２点目のガイドラインを実効あるもの

とするための取り組みはについてお聞きをいた

します。 

 ８月の全員協議会に示された体罰等の根絶と

再発防止に向けた学校教育活動方針、アクショ

ンプラン、いわゆるガイドラインは、外部有識

者の意見も取り入れながら、今後の再発防止に

向けた活動方針と具体策が示されており、今後、

同じような問題が生じないよう着実に実施され

ることを期待したいと思います。 

 この間、中心となって一連の問題に対応され

た教育委員長をはじめ教育委員の皆さんに敬意

を表したいと思います。特に、学校現場を経験

された教育委員長には、じくじたる思いもあっ

たものと推測するところであります。具体的な

事項については特に触れませんが、実効あるも

のにするためには、具体的な実践を通じて繰り

返し検証していくことであると考えます。 

 また、重要なのは見て見ぬふりをしないこと、

これは教員同士のみならず保護者も含めてしな

ければならないことであると考えます。さらに、

ガイドラインにきゅうきゅうして、本来の学習、

生活指導がおざなりにならないようにしていく

ことも重要であると考えるところであります。

それらも具体的なアクションプランの実践を通

して、教職員全体で話し合いを重ねることでは

ないかと思います。さらに一番重要なのは、い

つまでもこの問題を引きずることが生徒のため

にはよくないことであり、一日も早く本来の学

校生活が送れるようにしていくことであると考

えます。 

 教育委員長の見解をお聞きし、壇上からの質

問を終わります。ご清聴ありがとうございまし

た。（拍手） 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 大道寺議員のご質問にお答えい

たします。 

 私のほうからは、まず１点目の市内の企業、

雇用動向についてということで、国の経済政策

による効果をどのように見ているのか、また、

市内企業の動向ということでございますが、大

道寺議員からもありましたように、自民党の安

倍総裁の行っている経済政策、いわゆるアベノ

ミクスについては、私から申すまでもなく、大

胆な金融緩和によるデフレの脱却、あるいは円

高の不況からの脱却を図ると、そのためにまず

大胆な金融政策として最初に行い、２番目に即

効性のある大型公共事業によって景気を刺激す

るということで、機動的な財政政策、財政出動

という言い方をしておりますが、この２点をま

ず矢継ぎ早に行ったわけであります。 

 問題が３点目の３本目の矢の民間投資を喚起

する成長戦略、これがなかなか難しいわけでご

ざいまして、今それをいろいろ手を打ってはお

りますが、まだ具体的なものはこの秋から、10

月の臨時国会が開催されてから以降だというふ

うに見ているところでございます。また、俗に

言われておりますのは、４本目の矢として、昨

日決まった2020年のオリンピックの東京開催と

いうことで、これが実現したことによりまして、

大きくこれから国全体としての景気の浮揚に、

いろんな意味でこの４本目の矢もいい影響があ

るものというふうに思っております。 

 やはり日銀との２％の物価安定目標、インフ

レターゲットをやっているわけで、こう示して

いるわけでございますが、成長、防災のための

大型の公共投資事業は自民党のほうで、10年間

にわたる防災時のためのいろんな政策を行って

いくということでありますし、最初に効果とし

て言われたのが、特に自動車産業が非常に恩恵

を受けたというふうに言われておりますが、円

安の傾向によりまして輸出型産業の復活と、そ

して官民ファンドの創設、こういったことを基
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本方針としてるようでございます。 

 ちょっと繰り返しになりますが、現在のとこ

ろ効果として目に見えるものというのは、大道

寺議員もご指摘だとは思いますが、大幅な株価

上昇したことは確かであります。この政策の前

は、日経平均が8,500円ほどだったものが、今

回、９月の初めですと１万4,000円台を回復、

またしたところです。また、円安も１ドル78円

から１ドル99円から100円を前後してるという

ことで、この２つによって大きく金融、経済の

流れが変わってきたというふうに思います。 

 そんな中で、じゃあ実態はどうだといいます

と、大道寺議員も、あるいは我々自身感じてい

るように、また、そのいろいろな恩恵は、残念

ながら金融政策の恩恵は我々の給与には反映し

てないと、むしろ円安によるデメリットのほう

が先に来てるということで、消費は実態として

伸びてるかどうかということについては、非常

に意見が分かれるところだと思います。ただ、

やっぱり日銀の短観等でも、山形でもそうだっ

たわけですが、景気は緩やかに回復してるとい

う判断になっておりまして、経済成長率もちょ

っと上方修正するというような動きもあるわけ

でございます。 

 長井市内の経済動向でございますが、やはり

これにつきましても効果が目に見えてあらわれ

ているかどうかは不透明な状況だというふうに

思います。 

 金曜日の一般質問でも、これは江口忠博議員

のご質問のときにもお答えいたしましたが、山

形県全体でも個人消費が持ち直しの兆しとして

いるだけで、工業生産や雇用情勢に大きな変化

は見られない状況です。長井市の主力産業であ

る製造業についても、アベノミクスからの経済

変化を考えますと、為替変動による輸出品の増

加等の好材料があったとしても、材料費や燃料

費、電気料等々の上昇もあることから、長井市

全体の景況判断としては、もうしばらく様子を

見ないと何とも言えない状況ではないのかなと

いうふうに考えております。 

 次に、２点目でございますが、体罰の問題で

ございます。 

 大道寺議員からは、体罰問題に関して私から

の見解を全然聞いてないということでご質問い

ただきました。ありがとうございます。 

 今回の体罰問題については、大変市民、ある

いは一番傷ついているのは生徒自身であり保護

者も悲しませてしまったということで、市長の

立場として大変申しわけなく、さらに残念な思

いでございます。また、何といっても今回は体

罰の事実を隠蔽しようとした行為、これが大き

な問題であり、後々、何ていうんでしょうか、

しこりの残るような形で非常にすっきりしない

残念な事件だったというふうに思っております。 

 体罰は子供の心身に大きな傷を残すものであ

り、何よりも学校をはじめ教師自身が子供や保

護者、地域からの信頼を失うことにつながるも

ので、教育の場から根絶していただきたいと強

く願うものでございます。 

 幸せを実感できるまちづくりを目指すときに、

特に子供たちには学校生活の中で幸せ感を感じ

てほしいというふうに願っております。子供が

安心して学校に通い、生きがいを感じて生活で

きるような学校にぜひしなければならないとい

うふうに思っているところでございまして、長

井市において、今後二度と体罰が繰り返されな

いようしてほしいと願っているところです。 

 個人的な見解としては、本当にそういう体罰

された先生については、私、失礼な言い方かも

しれませんけども、やはり子供の人権に対する

未熟さだと。結局、我々、大人には決して大人

同士で体罰はしないわけですよね、体罰しない

です。ところが、子供にはするっていうことは、

子供の人権に対して非常に未熟なんだと、それ

は我々自身もそうなんでしょうけども、親とし

て場合によっては体罰するときもあります。し
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かし、それは我々は愛情から来てると、先生は

愛情じゃないって一概に言いませんけれども、

しかし、もっと違った方法でやはり先生には接

してもらいたいなと、そのように個人的な考え

方としては思ってます。もう少しそういったと

ころを我々自身も学ばなきゃいけないというふ

うに思います。 

 倉岡先生と今野先生のお二人の有識者のご意

見をしっかりと受けとめまして、体罰根絶のた

めのアクションプランを実行するため、環境整

備については教育委員会と連携しながら全力で

整えていきたいと考えております。 

 具体的には、今回、補正予算に盛り込んでお

りますけれども、Ｑ－Ｕアンケートの実施によ

る学校、学級の中での子供の心の状況把握があ

ると思います。Ｑ－Ｕアンケートというのは、

ご承知だと思いますが、楽しい学校生活を送る

ためのアンケートという略称でございます。こ

のようなアンケートを活用して、子供の心に寄

り添った教育をしていただきたいと考えており

ます。また、発達障がい等の問題を抱える児童

生徒もふえてきておりまして、学校現場では対

応が大変になっております。今年度、特別支援

教育支援員について、市内で８名の配置をして

おりますが、次年度に向けて、今後も充実して

いきたいと考えております。さらに教職員の研

修については、学校教育研修所に予算をつけさ

せていただいておりますが、体罰によらない生

徒指導が進むよう、次年度に向けて生徒指導研

修が充実するようにしてまいりたいと、そのよ

うに考えております。以上でございます。 

○小関勝助議長 加藤弘二教育委員長。 

○加藤弘二教育委員長 大道寺 信議員のご質問

にお答えいたします。 

 初めに、このたびの体罰問題につきまして、

生徒諸君、保護者はじめ市民の皆様にご迷惑と

ご心配をおかけしましたこと、大変申しわけな

く、改めて教育委員会としましておわび申し上

げます。議員の皆様方、市当局にもご心配をお

かけいたしました。おわび申し上げます。議員

の皆様方には、体罰問題につきましてさまざま

ご意見を賜りましたことに感謝と御礼を申し上

げます。 

 さて、ガイドラインを実効あるものとするた

めの取り組みや、どうしていくかというご質問

でありますが、ご指摘いただきましたように、

文部科学省の体罰防止に関する通知や県教育委

員会発行のガイドラインをもとに、長井市教育

委員会で作成しました体罰根絶と再発防止に向

けたアクションプランを、学校現場として、ま

た教育委員会として確実に実行していくという

ことが大事だと思います。 

 特に学校の管理職には、常に授業や部活動な

どの教育活動を見て、指導状況把握と助言に努

め、教職員の資質向上に取り組んでいくよう指

導したところでございます。そのほか、長井市

学校教育研修所と連携を図り、市内教職員への

講話や研修の実施、各学校で行う体罰に関する

指導研修、信頼される教師、学校を目指すチェ

ックシートの活用、１校１改善の恒常的な取り

組みなどを通して体罰防止に努めてまいりたい

というふうに思います。 

 また、議員ご指摘のとおり、繰り返し検証を

していくことや暴言や体罰などに対して、教職

員同士、保護者も含めて、見て見ぬふりをしな

いことは極めて大事なことであり、学校現場に

強く求めていきたいと思います。 

 体罰問題にきゅうきゅうして、本来の教育が

おざなりにならないようにとのご指摘でござい

ますが、明るく楽しく和やかな職場をつくり、

校長を中心に全職員が心を一つにして、よく話

し合いながら、学力の向上や心の健全育成など

に努めていくよう指導してまいります。 

 ただいま教育環境整備につきまして、心強い

市長の答弁もいただきましたし、今後、二度と

このような事案が起こらないように、学校、教
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育委員会が一丸となって取り組んでいきます。

そして、子供一人一人が楽しいと感じる学校、

教育受けさせるなら長井の学校と言われるよう

な教育を目指してまいりますので、今後とも学

校教育に対するご理解とご支援をお願い申し上

げます。 

 以上で私からの答弁を終わります。 

○小関勝助議長 梅津和士商工振興課長。 

○梅津和士商工振興課長 大道寺 信議員からの

ご質問にお答えいたします。 

 私が答弁を求められております事項について

は、４点というふうに理解しておりますので、

順次、ご答弁させていただきます。 

 まず初めに、市内の企業、雇用の動向につい

ての（２）市内産業、企業の動向と今後の見通

しはどうかについてでございます。 

 市内産業の動向でございますが、本年度は東

芝ライテックの撤退により、製造品出荷額の減

少が見込まれます。近年はほかにも進出企業の

撤退や縮小がございます。これは狭い製品分野

や技術に特化した工場が、海外競争の結果、統

廃合された結果と言われております。今後も海

外シフトを含めまして、企業の動向を注意深く

見守る必要があると考えております。 

 一方で、開発力のある企業や安全を求められ

る製品分野の企業、多品種に対応した製造技術

を持っている企業等につきましては、多少の変

動はあったといたしましても、堅調に操業して

いると思っております。 

 こうした分野の企業には、市内に新工場を建

設し、本市を製造拠点とする企業もございます。

また、自動車に関連する企業は、部品製造や専

用機においても成長が期待されます。今後、中

長期で展望いたしました場合、このような強み

を持った企業を柱としながら、さらに新たな企

業等の成長を期待したいと存じております。そ

の成長を促し、また成長企業に立地していただ

くために、自動車産業への参入や、昨年締結を

しました山形大学、サテライトの設置をはじめ、

その他の受注や技術支援等の事業も現在、推進

中でございます。 

 なお、先ほど市長が申し上げましたが、2020

年の東京オリンピック、パラリンピックが決定

いたしましたので、その経済効果が本市にもあ

らわれますよう、ひそかに期待しているもので

ございます。 

 続きまして、有効求人倍率と雇用所得の動向

についてご答弁申し上げます。 

 ハローワーク長井の平成25年７月の雇用情勢

報告によりますと、管内の有効求人者数は

1,211人、前年同月を4.9％上回りました。また、

有効求人倍率は前年同月を0.12ポイント上回り

0.84倍となりまして、平成25年３月と同じ水準

まで回復しております。さらに議員からご質問

の長井管内における正社員の有効求人倍率です

が、７月につきましては0.55倍であります。こ

れは県内平均の0.51倍を上回っておりまして、

長井管内の企業ができるだけ正社員で雇用して

いただいているということでありまして、管内

企業のご努力に敬意を表したいというふうに思

っております。 

 また、ライテックの長井工場の閉鎖によりま

して、有効求人倍率が0.69倍まで落ち込みまし

たが、専門的、技術的職業や販売の職業に求人

が集まっており、この分野だけでいいますと休

職者数を若干上回っております。 

 一方、雇用者所得の動向でございますが、平

成24年度版、長井のあらましによりますと、ち

ょっと古くなるんですが、平成21年の市民所得

は216万2,000円ということで、平成20年と比較

いたしまして、率にして6.6％、金額で15万

2,000円の減になっております。 

 議員からご質問であります春の賃上げや一時

金の動向につきましては、全容を把握すること

が困難でございました。ただ、企業にお聞きし

た範囲では、総じて景気回復と言われる影響は
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ないとか、仕事量が利益につながらない、ある

いは採用を控えてきたので人員が足りず仕事を

ふやせないなどの報告がありまして、賃上げ等

のお話はお聞きできませんでした。 

 全国的には好調と言われる業種もありますの

で、これに関連した市内企業が賞与の増額等を

行った可能性もあるわけでございますが、全体

的には雇用者所得の増にはつながっていないも

のと思っております。 

 続きまして、実践型雇用創造事業による初年

度の雇用目標は達成できるのかについてお答え

申し上げます。 

 今年７月から始まりました実践型地域雇用創

造事業は、25年度の雇用目標を34人としている

のはご案内のとおりです。メニューの中身は、

先ほど議員がおっしゃられました雇用拡大、人

材育成、就職支援、雇用創出実現の４つに分類

されまして、それぞれ担当のスタッフが関係機

関、団体や庁内の関係課と協議をいたしながら、

現在セミナーの準備をしておりますが、このセ

ミナーを活用して就職された方は今のところご

ざいません。年度途中からのスタートというこ

とでありましたので、今まだ、スタッフ全員が

年度末の目標に向かって努力をしているところ

でございます。また、34名という目標につきま

しては、できる限り求職者にこのセミナーでこ

このスキルを図っていただいて、多くの方が希

望の職種に就職できるよう事業を進めてまいる

所存でございます。 

 さらに新たな雇用を創出する取り組みといた

しまして、実践メニューにも取り組んでおりま

すが、これは地元食材を生かした加工品の取り

組みや着地型観光などについては、おおむね３

年後を見据えた取り組みとなっておりまして、

これらの分野で雇用創出できるよう事業を進め

てまいりたいと思います。 

 課題につきましては、まだセミナーが始まっ

ておりませんので具体的には生じておりません

が、セミナーごとにアンケートなどをとりなが

ら、ＰＤＣＡサイクルを実施し、目標が達成で

きるよう検証してまいりたいというふうに考え

ております。 

 最後に、企業立地促進等補助金の成果と今後

の課題について答弁申し上げます。 

 平成24年度に企業立地等補助金を交付した11

件につきましては、全件、市内に立地する企業

への設備投資に対する補助金で、補助金の総額

は4,163万7,000円でございました。参考までに

申し上げますと、平成23年度は交付件数10件中、

設備投資が４件、新規創業が４件、県外からの

新規立地が２件ございました。また、25年度、

今年度でございますが、現在まで９件の申し込

みがありまして、その中には新規創業も予定さ

れているものでございます。 

 成果でございますけども、この制度創設後３

年目に入りまして、２年半の成果ですが、県外

からの立地や移転等が予定も含めて３件ござい

ますし、また新規創業が予定も含めて５件ござ

います。ということで、事業所数の増加にはな

っているというふうに考えております。 

 本制度の情報の提供の方法などですけども、

制度の創設時から長井商工会議所工業部会や企

業協同組合などの産業団体等の会合、あるいは

個別に企業を訪問して、随時、直接説明を行っ

ているところでございます。また、投資や新規

創業の場合、商工会議所や市内の金融機関が相

談窓口となることが多いということなので、こ

れらの機関からも紹介をいただいております。

さらに議員ご質問の国、県の制度につきまして

も、平成24年12月に産業経済局、山形県、金融

機関、商工会議所並びに長井市が協働で企業向

けの補助制度等の説明会を開催いたしました。

この説明会が契機となりまして、関係機関がそ

れぞれ企業の相談窓口になります。 

 さらに市長が東北経済産業局や経済産業省本

省を直接訪問されました結果、今年度は経済産
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業省のものづくり中小企業・小規模事業者試作

開発等支援補助金などの補助制度を複数の企業

が採択していただいております。また、本年度

から東北経済産業局に本市の職員を出向させて

おりまして、経済産業省本省や東北経済産業局

の事業や補助メニュー等ができるだけ詳しくわ

かるような情報提供を受けているところでござ

います。さらに東北経済産業局長や本省からも

これから本市をご訪問いただく機会などを頂戴

いたしておりまして、ご支援を直接いただくよ

うな計画もしているところでございます。 

 なお、市内各企業が補助制度を周知してるか

どうかにつきましては、あらゆる方法を尽くし

ておるつもりではございますけども、さらに工

夫を凝らしまして周知に努めてまいりたいと存

じます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○小関勝助議長 ８番、大道寺 信議員。 

○８番 大道寺 信議員 それぞれのお答えいた

だきましてありがとうございました。 

 経済状況については、市長からも答弁いただ

いたわけで、金曜日の一般質問でも言われてい

たわけでありますけども、総じて国としては非

常にいい方向に行ってんなという感じあります

けども、足元の地方、我々のほうはまだまだあ

れだなっていうのはそのとおりだと思っており

まして、これからだという、大体、今までの状

況からいうと、国が、あるいは大都市のほうが

よくなって、あとで地方がよくなるっていう、

中小がよくなるっていうこういう状況ですから、

しかし、よくなってほしいなというふうに思っ

ているところでございます。あわせて、先ほど

ありましたように、2020年のオリンピック、東

京開催決まりまして、早速、経済効果は３兆円

だとか、７年後先のことがいろいろ言われてま

すけども、それとて商工振興課長、いみじくも

言いましたけれども、そのおこぼれじゃないけ

ども恩恵、こちらにも欲しいなと思いますが、

なかなか、そうはいくかというような状況だと

思いますけども、いずれにしましても、これか

ら少なくとも景気回復してほしいというのが

我々の願いだと思っております。 

 そこで、いろいろとお話あったわけですけれ

ども、特に先ほども若干、山形大学との連携の

話が出ました。24年度、恐らくサテライト事業

で20万ぐらいでしたか、出たんだと思いますけ

ども、ぜひ産学官といいますか、その連携とい

うのはこれから必要だなと思ってまして、特に

私も産業界の企業の会長さんとお話ししたのは、

ここに持っている、いわゆる今の長井市は製造

業のまちでずっと来ましたから、今、非常にノ

ウハウをもって、特に人材を持ってるというこ

とからすると、それぞれの企業、お互い持って

るものをもう少し連携して、何か新しいものつ

くれないかとか、技術で。そういうことを努力

したらどうでしょうというお話をさせていただ

いて、一部、今そういうことでいこうかという

ような話されておられるようでありますけども、

ぜひ産学官の連携、特に山形大学工学部と一緒

に企業連携できるような取り組みにもう少し力

を入れていくべきではないかと、こう思ってお

りまして、ただ、補正のあれ見ますとロボット

の何か出てましたですね。大田区の企業とのあ

れも山形大学と地元の企業と、そういうのもあ

りますので、ぜひそういうのにもう少し力入れ

ていただきたいというふうに思ってますけれど

も、今後の山形大学との連携の関係について、

何かお考えあれば市長のお考えをお伺いしたい

と思います。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 山形大学工学部とのサテライトキャンパスを

長井に設置いただいて、連携協定という締結を

昨年締結させていただいたわけでございますが、

まず最初に行ったのは、市の商工振興課の職員
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が工学部のキャンパスのほうに机を置いていた

だいて、しょっちゅう行ったり来たりしながら

市内の企業との技術のマッチングをできないか

と。山形大学の工学部の先生方で200名を超え

る方が教授、准教授はじめいらっしゃるんです

ね。それぞれの先生方が得意分野の技術をお持

ちで、そういったリストがございますので、そ

こと私どもの企業、市内にある中小企業でも技

術を持ってる企業と何かマッチングできないか

ということでいろいろ努力したんですが、なか

なか実現までは至りませんでした。 

 そこで、いろんなやり方あると思うんですが、

一つは、市内のある企業の皆さんとの連携して、

あるいは山形大学の工学部のほうからも指導い

ただいて、何か一つの商品っていいますか、製

品をつくる、部品、部品じゃなくて、そういっ

たことも非常に重要なんだろうなと。 

 例えば、最近ですと、大田区のボブスレーを

つくったように、ああいったものをどう、長井

ではどういったものがいいかということで、一

つはロボット等などがあるわけですけども、も

う少し幅広くいろんな企業が参加できるような、

そういったことで試作品をつくって世に売り出

すといったことなども考えたいと。そのため、

特に東京太田区とのほうは地場産センターの事

務所などもありまして、地元の製造業の皆さん

との交流をことし深めようということでいろい

ろ計画しておりますので、そういったところで、

残念ながら私ども市役所でそういったイニシア

チブをとることはなかなか難しいので、商工会

議所と山大の工学部、そして産業界といろいろ

意見交換をしながら、そういった方向性をぜひ

定めていきたいと思いますので、大道寺議員か

らもいろいろアドバイス、ご提言などをいただ

ければありがたいというふうに思います。 

○小関勝助議長 ８番、大道寺 信議員。 

○８番 大道寺 信議員 おっしゃるとおり直接

行政ができる分野でないのかもしれません。た

だ一方では、それだけ何かあれば、それに関す

る補助等はできるわけですので、ぜひそういう

心がけでいくべきだなと思っております。 

 山形大学工学部でもふだふだに金あるわけじ

ゃありませんから、何か研究するときにはそれ

なりに見合ったものが欲しいってなれば、当然

それは企業も負担していくという考えでないと

いけないと思いますので、そういう場合の補助

とかいろんなやり方あると思いますので、ぜひ

これからの連携について、さらに強化いただき

たいなと思います。 

 私は、雇用は景気がよくなってくればどっと

出てくるんですね、ここのところは、製造業、

特に製造業分野は。ただ、ここ10数年はもうデ

フレで景気が低迷ばっかりしてましたから、な

かなか雇用ふえないっていう状況でしたけれど

も、これが雇用が本当に景気がよくなってくる

と、恐らく何十人単位でどんどんとふえてくる

ようなことですから、それはそれで非常に期待

はあるわけですけども、喜ばしいわけですけど

も、一方で、長期的に見ますと、どういったも

のを開発するかっていう、そういう技術がない

と、なかなか先の成長まで行かないという分野

だと思うんですね。そこが非常に難しいところ

で、そういうところを持ってるかどうかという

ことがこれからの勝負だろうと思いますから、

その辺について、これからやっぱりきっちりと

状況を見ながら進めていく必要あるんだろうと

思いますので、よろしくお願い申し上げたいと

思います。 

 あと、実践型の雇用創造事業について、商工

振興課長からお話ありました。 

 私、間違いかもしれません。産業・建設常任

委員会協議会では、34名は非常に達成できんな

だって、こういうふうに言ってましたよってい

うことで聞いたものですから、ことし始まった

のに何でそんな早くできんのかなとちょっと違

和感あったんでお聞きをしたわけですが、恐ら
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くセミナー、始まったばかりですから、セミナ

ーの受講なんてないなと思って、あえてお聞き

しました。 

 先ほどとにかくできるだけ頑張るということ

だったんですけど、これ恐らくこの事業ってい

うのは目標があって達成しないと、これ、認め

られなくなるというか、だめになっちゃうんで

すよね。そうすると非常に厳しいだろうと思う

んです、ここの目標達成っていうのは。 

 そこで再度お聞きしたいんだけども、初年度

34名、努力するっていうお話ですけども、達成

できそうだということで考えてよろしいんでし

ょうか。いわゆる３月末までですね、来年の。

年度ですから。その辺の見通しについてお聞か

せいただきたいと思います。 

○小関勝助議長 梅津和士商工振興課長。 

○梅津和士商工振興課長 ご質問にお答えいたし

ます。 

 今、大道寺議員がおっしゃられましたように、

３月末ということで、期限が半年ちょっととい

うようなことでございますし、もうすぐ、今、

セミナーの準備をして、すぐに開催できる状態

のセミナーもございますけども、正直言って認

識的には厳しいものはあるというふうには思い

ますが、これは目標を掲げた限り全力で達成に

向けてこちらで努力していくというようなこと

にしか言えないのかなというふうに思います。 

○小関勝助議長 ８番、大道寺 信議員。 

○８番 大道寺 信議員 いや、それ以上、だめ

だべなんて言ったって、やってもらわなきゃし

ようがねえから、それはそこでいいんだと思い

ますけども。ぜひ、私どもは期待しますので、

景気が例えばこのあれを使わなくても、とにか

く雇用さえすれば目標を達成したんだっていえ

ば、簡単な話なんですね。景気がよくなれば、

ここの部分に当てはめてなったって言えばいい

わけですけども、私どもが期待しているのは、

先の将来を含めれば、そういうちゃんとしたメ

ニューがあって、そこに基づいてやるというこ

とですので、ぜひそのところはできるだけそれ

に沿って達成ができるように、引き続き努力い

ただきたいなというふうに思います。これだけ

申し上げておきたいと思います。 

 あともう１点の、体罰の関係ですけれども、

市長にもお聞きしましたのは、この件は教育委

員会が所管だということで、市長には恐らく誰

も正式にこの見解についてお聞きしてなかった

ということだと思いますので、あえてお聞きを

したところです。 

 認識としては同じだろうなというふうに思い

ますけれども、市長も多分、南中のＰＴＡの会

長もされてたわけでして、私もちょうど教育委

員長が北中の校長のときに学年部会長をさせて

いただいて、現実に現場にいたんですけど、な

かなかその辺が私らの反省なわけですけども。

うわさではいろいろあるんですね。だから、私

はそういう意味では、私自身らも反省として、

見たわけじゃないけど、見て見ぬふりと同じよ

うになっちゃうわけです。いろんな声が聞こえ

てくるけれども、そこはまあまあまあというと

ころ、これも私どもは非常に反省しなきゃいけ

ないなと思いますし、誰に聞いても、いや、昔

なんておれもやらっちゃよなとかね、そう言う

んですよ。だから、そこの感覚とのずれが非常

にあるというところが非常に問題かなというふ

うに思っているんですけども、そういう意味で、

私は私ら自身が再認識して、体罰は悪いんだと、

悪いものは悪いんだということをもっと、きち

っと心がけてやらなきゃいけないというふうに

申し上げたところがそこなんでして、改めてそ

の辺については、申し上げたように、学校のみ

ならず、私も地域もあれば、保護者も含めても

う一度再認識するべきだろうなというふうに思

ったところでございます。 

 そこで、教育委員長からもこれからの取り組

みについてお話しされましたけれども、私が申
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し上げたいのは、このアクションプランに載っ

てるのはそれぞれ必要なことでしょうから、こ

れは着実にやるということでいいんですけども、

これをとにかくやることが目的でそれに終わっ

たらまずいなということで申し上げてるんです。

これに合うようにだけやってて、今やってるの、

これが常に頭にあって、これやるとまずいなと

かっていうことで、本来の学習指導というか生

活指導が、教員の、それが本当におざなりにな

ってというか、そこだけ気になっていくという

こと自体は非常に問題だろうと。しかし、これ

は難しい問題ですので。その辺のところは、多

分全員協議会で髙橋議員も言われたと思います

けども、これ職員との間で非常にそのやり方な

り、現実にどうなんだということを十分に議論

しながら進めていくべきだろうというように思

うんですけれども、その辺についてもう一度、

教育委員長の考え方についてお聞きをしたいと

思います。 

○小関勝助議長 加藤弘二教育委員長。 

○加藤弘二教育委員長 大変大事なところをご指

摘いただいたなというふうに思います。 

 私も今、別な仕事でずっと置賜管内の学校を

回りまして、こういうような体罰問題を校長さ

んと話をするわけですが、そういったことも話

題になります。 

 一番の私たちの目的というか、学校の目的を

しっかり忘れることなく、子供が成長しなけれ

ば絶対だめなわけなので、そのためには、先ほ

ど申し上げましたが、やっぱり一番は授業をし

っかりやるということなんですよね。そして、

それについて当然学力がついてくると。あとは

人格の形成というか、心の教育だと思うんです

ね。そういったことにしっかり教職員が一人一

人を大事にして、学校としてもきちんと取り組

めるように。そのためには、議員からもご指摘

いただいた検証というか、やっぱり絶えず子供

たちを見て。 

 私はこのたび強く要請したのは、教室に入っ

て子供たちの表情を見て、授業中ですね、そし

てさまざまな風に気づいたならば、その都度指

導していくと。そういう意識を持って、ほかの

職員もですね、子供たちの様子を絶えず見て、

どういうふうに成長してるかと、どういうふう

な方向に向かっているかというようなことを見

て教育に当たっていく必要があるなというふう

に思っておりますので、その辺は強く学校現場

にも求めていきたいなというふうに思います。 

 また、教育委員の皆さんにも、学校をできる

だけ訪問してみてくださいというようなことを

申し上げておりますし、あとはＰＴＡの方も何

か学校に行ったときに子供さんの様子を見て、

気づいたならばすぐ学校のほうに教えていただ

きたいというか、そういう地域みんなでとにか

く。例えば会ったときに、今まで挨拶してくれ

た子がしてないよというようなことがあったな

らば、そういったことも学校に教えていただき

たいと。地域みんなでぜひ取り組んでいただき

たい。最後に議員から指摘いただきました、こ

のことを教訓にして、さらにいい教育をできる

ように、ひとつ頑張りたいと思いますので、ど

うかよろしくご指導をいただきたいというよう

に思います。 

○小関勝助議長 ８番、大道寺 信議員。 

○８番 大道寺 信議員 ぜひよろしくお願いし

たいと思います。 

 この問題、教育、体罰の問題について、実は

ここのアクションプランが出た後も、山形市内

の学校で先生が生徒に、生徒同士に平手打ちさ

せたとか、大変なそういう。それがどこからあ

れしたかわかりませんけど、県のほうは意図的

に隠したものじゃないという、知事のコメント

もありましたけれども、非常に問題だと、こう

いう指摘をしてるわけです。 

 そうしましたら、今度は東海大山形の野球部

員に顧問が、２年生、これまた平手打ちしたと
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か、そのほか全国でも何か腹蹴ったとか、教師

が。そういうのがどんどん出てくるんですけど

も、後になってからどこかから出てくるという、

そういうのって非常に問題だなというふうに思

うんですね。 

 市長も言いましたし、私も冒頭の質問の中で

申し上げたように、事実をまず報告しなかった、

それが今度は事実も隠蔽しようとしたというの

が、非常に今回の、特に長井の問題については

そうだろうと思ってますけども。ぜひ、再度、

当然根絶でやろうっていっても、何かちょこっ

としたことが出てくる可能性はないわけではな

いわけでして、もしあったとしても、そこはち

ゃんと事実は事実として報告できるような、報

告するような、そういうシステムこそやっぱり

学校できちっとしておかなきゃいけない、それ

に正しく対応する、そのことをもう一度反省点

にして、さらにプラスの対応策を考えていくと

いう繰り返しじゃないかと思うんですけども、

その辺について、ぜひ今後ともきちっと対応で

きるような体制をとっていただきたいというこ

とを申し上げて、私の質問を終わります。あり

がとうございました。 

○小関勝助議長 ここで暫時休憩いたします。再

開は３時20分といたします。 

 

 

   午後 ２時５７分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○小関勝助議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 梅津善之議員の質問 

 

 

○小関勝助議長 次に、順位10番、議席番号２番、

梅津善之議員。 

  （２番梅津善之議員登壇） 

○２番 梅津善之議員 ９月定例会最後の一般質

問になります。皆様、お疲れだと思いますが、

どうぞ最後までよろしくお願いいたします。 

 まさに実りの秋を迎えております。すがすが

しい朝、空気を吸いながら高くなった空を見上

げて、天高く馬肥ゆる秋とはこのことかなと思

っております。 

 ただ、私の田んぼだけは、名前だけにほれて

つくったひとめぼれが畳のように倒れておるの

は私だけでしょうか。稲のことを考えずにたく

さん肥やしをやったからかなとか、管理が不十

分だったからだろうかなとか、土が合わなかっ

たのかなとか。毎年倒しております。ことしは

と思いながらつくるわけですが、やはり倒れま

す。この際、山形県奨励のはえぬきや、つや姫

に品種を変更したほうがいいかなと、自分なが

ら考えておりますが、なかなか諦めがつきませ

ん。諦める勇気のない私に背中を少し押しても

らえるようなアドバイスなどをいただければあ

りがたいと思うのは、私だけかもしれないです。 

 では、通告に従いまして、人材育成について

質問をさせていただきます。 

 まず、今、市民が心から望んでいるのは、精

神、能力、両面において力強い職員がみずから

の役割をしっかりと受けとめた上で、市民が将

来に向けて希望を持って、市全体を支えていく

ことであると考えます。幹部の職員はもとより、

職員全体が、どんなに困難な場面でも市民の期

待する成果を出していかなければならないと考

えます。各分野の専門家として、知識の能力、

また担当分野の垣根を超えた、全体に奉仕する

にふさわしい意識や能力を備えなければならな

いと考えております。 

 しかし、事業を通じて教育、訓練、いわゆる




